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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
1. 背景と目的  
世界的に高齢化が進む中、中国においても高齢者の生活の質をいかに充実させる
かが大きな課題となっている。中国の人口は世界 70 億の人口の 20%にあたる 14



















2. 研究の構成  
 本論文は、第 1 章の序論、第 2 章から第 5 章の本論、第 6 章の結論から構成され
ている。概要は以下の通りである。  
 第 1 章「序論」では、本研究の背景、目的、先行研究、論文の構成を概説し、関
連する用語の定義を述べる。  
 第 2 章「中国吉林省中高年の体型特徴と体型意識に関する分析」では、中国人吉










































 第 6 章「結論」では、本研究で得られた知見を総括し、今後の課題を述べた。  
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 第 6 章「結論」では、本研究で得られた知見を総括し、今後の課題を述べている。 
 
以上のように、日中の中高年女性の体型特徴とその相違を一次元計測データ、三
次元計測データ、二次元の衣服パターンより詳細に分析し、体型分析にとどまらず、
衣服のパターン設計のあり方までを提案した一連の研究は、中国でも日本でも先行
研究がなく、今後の日中の中高年の衣服設計に大きく貢献するものである。また三
次元形状の主成分分析により平均形状を作成し、平均形状を仮想人台としてバーチ
ャルタイトフィッティングし、パターンの特徴を分析するという本研究手法は、さ
まざまな身体条件の人のパターンメーキングへの応用が期待される。今後、仮想ボ
ディではなく実物ボディによるパターン検証は不可欠であるが、現時点では博士論
文としての十分な成果が得られていると評価できる。よって審査員全員一致で博士
（学術）を授与するに値すると判断した。 
